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年
頭
の
所
感

川
端　

達
夫 

（
文
部
科
学
大
臣
）

平
成
二
十
二
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
辞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
我
が
国
に
と
っ
て
大
き
な
変
革
の
年
で
し
た
。
新
た
に
誕
生
し
た
鳩
山
内
閣
は
、
国
民
の
選
択
に
よ
り
生
ま
れ
、
ま

た
国
民
の
生
活
を
第
一
に
考
え
る
、「
民
」
の
内
閣
と
言
え
ま
す
。
私
も
内
閣
の
一
員
と
し
て
、
鳩
山
総
理
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
、
本
年
も
国
民
の
皆
様
と
お
約
束
し
た
こ
と
の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
九
月
の
新
内
閣
発
足
か
ら
の
三
ヶ
月
余
り
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
こ
の
間
に
取
り
組
ん
だ
課
題
は
数
多
く
、
大
変
密
度
の

濃
い
時
間
を
過
ご
し
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
特
に
、
前
政
権
下
で
編
成
さ
れ
た
補
正
予
算
の
見
直
し
と
、
新
政
権
の
新
た
な
考
え

方
の
も
と
で
の
概
算
要
求
の
や
り
直
し
、
事
業
仕
分
け
へ
の
対
応
を
含
む
平
成
二
十
二
年
度
予
算
編
成
作
業
は
大
き
な
課
題
で
し

た
。昨

年
末
に
閣
議
決
定
し
た
政
府
予
算
案
に
お
い
て
は
、
政
権
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
の
理
念
に

立
ち
、「
人
と
知
恵
」
を
生
み
育
て
る
施
策
に
重
点
化
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
事
業
仕
分
け
の
評
価
結
果
を
踏
ま
え
、
事
業
の
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廃
止
・
縮
減
等
の
見
直
し
を
行
う
一
方
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
や
総
理
指
示
の
事
項
等
に
対
応
し
た
結
果
、
総
額
で
対
前
年
度
五
・
九

％
増
の
予
算
を
確
保
し
、
過
去
三
十
年
で
最
高
の
伸
び
率
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
予
算
の
最
重
要
項
目
は
高
校
無
償
化
の
実
現
で
す
。
公
立
高
校
生
の
授
業
料
を
不
徴
収
に
す
る
こ
と
で
無
償
制
を
導
入

す
る
と
と
も
に
、
私
立
高
校
生
等
に
対
し
て
は
就
学
支
援
金
を
代
理
受
領
方
式
で
支
給
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
に
必
要
な
予
算

約
四
千
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
先
進
諸
国
が
既
に
導
入
済
み
の
高
校
無
償
化
に
つ
い
て
、
我
が
国
が
国
際
人
権

規
約
の
留
保
を
撤
回
す
る
上
で
の
第
一
歩
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
高
等
教
育
段
階
で
は
、
大
学
奨
学
金
に
つ
い
て
事
業
の
健
全
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
貸
与
人
員
で
対
前
年
度

三
万
五
千
人
増
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
八
万
五
千
人
の
国
私
立
大
学
生
の
授
業
料
を
減
免
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

義
務
教
育
諸
学
校
の
教
職
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
前
政
権
下
の
定
数
削
減
方
針
を
打
破
し
、
七
年
ぶ
り
の
純
増
で
、
昨
年
の
五

倍
を
超
え
る
四
千
二
百
人
の
大
幅
改
善
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
教
員
が
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
新
学
習
指
導
要
領
の
円
滑
な
実
施
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
等
教
育
に
つ
い
て
は
、
前
政
権
下
の
国
立
大
学
法
人
運
営
費
交
付
金
を
毎
年
度
一
％
削
減
す
る
方
針
を
見
直
し
つ
つ
、
医
学

部
定
員
増
に
伴
う
教
育
環
境
の
整
備
充
実
や
授
業
料
免
除
枠
の
拡
大
な
ど
を
図
る
と
と
も
に
、
私
学
助
成
に
つ
い
て
も
必
要
額
を

確
保
し
ま
す
。
医
師
不
足
解
消
の
た
め
の
医
師
等
養
成
と
大
学
病
院
の
機
能
強
化
に
つ
い
て
は
、
医
師
等
の
医
療
人
材
養
成
機
能

強
化
、
大
学
病
院
で
働
く
医
師
等
の
勤
務
環
境
の
改
善
な
ど
を
行
い
ま
す
。

本
来
、
教
育
は
、
個
人
の
豊
か
な
社
会
生
活
ば
か
り
で
な
く
、
社
会
全
体
の
活
性
化
を
実
現
す
る
も
の
で
す
。
い
か
な
る
環
境

に
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
も
、
生
ま
れ
て
か
ら
社
会
に
出
る
ま
で
切
れ
目
無
く
学
び
や
育
ち
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
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で
あ
り
、
社
会
が
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
の
成
長
を
支
援
し
、
成
長
し
た
子
ど
も
が
社
会
を
支
え
る
と
い
う
好
循
環
を
作
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
教
育
政
策
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
そ
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
は
、
国
民
に
夢
と
感
動
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、
社
会
や
経
済
に
活
力
を
与
え
、
ま
た
国
際
的
な
理
解
や
共
感
、

信
頼
関
係
を
醸
成
す
る
た
め
の
重
要
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
目
前
に
迫
り
、
我

が
国
の
選
手
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
来
年
度
は
、
特
に
二
〇
一
二
年
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
国
際
競
技
大
会
に

向
け
、「
チ
ー
ム
「
ニ
ッ
ポ
ン
」
マ
ル
チ
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
及
び
「
次
世
代
ア
ス
リ
ー
ト
特
別
強
化
推
進
事
業
」
の
拡
充
に
よ

る
国
際
競
技
力
の
向
上
な
ど
に
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
文
化
芸
術
は
、
過
去
か
ら
未
来
へ
と
受
け
継
が
れ
、
人
々
に
喜
び
や
感
動
を
与
え
る
と
同
時
に
、
我
々
の
全
て
の
営
み

の
基
盤
と
し
て
重
要
な
も
の
で
す
。
文
部
科
学
省
で
は
、
優
れ
た
芸
術
文
化
活
動
へ
の
支
援
や
地
域
の
伝
統
文
化
の
継
承
、
メ
デ

ィ
ア
芸
術
の
振
興
な
ど
、「
ハ
ー
ド
」
の
整
備
か
ら
「
ソ
フ
ト
」
と
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
」
へ
の
支
援
に
重
点
を
置
き
、
文
化
芸
術
を

振
興
し
て
い
き
ま
す
。

我
が
国
の
生
命
線
で
あ
る
科
学
技
術
に
つ
い
て
は
、
新
政
権
の
成
長
戦
略
に
お
い
て
重
点
項
目
と
位
置
付
け
て
お
り
ま
す
。
昨

年
は
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
本
格
的
な
物
資
輸
送
を
成
し
遂
げ
る
と
と
も
に
、
野
口
宇
宙
飛
行
士
が
長
期
滞
在
を
開
始
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
科
学
技
術
の
力
で
、
国
民
の
夢
を
大
き
く
ふ
く
ら
ま
せ
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
た
め
の
取
組
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
好
奇
心
旺
盛
な
子
ど
も
た
ち
に
科
学
の
す
ば
ら
し
さ
を
も
っ
と
理
解
し
て
も
ら
う
取
組
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、

若
手
・
女
性
研
究
者
等
に
対
す
る
支
援
を
強
化
す
る
た
め
、
新
た
に
「
最
先
端
研
究
開
発
戦
略
的
強
化
費
補
助
金
（
仮
称
）」
を

創
設
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
温
室
効
果
ガ
ス
二
十
五
％
削
減
の
目
標
達
成
の
た
め
に
、
次
世
代
太
陽
電
池
や
超
伝
導
送
電
な
ど
先
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進
的
技
術
開
発
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

一
方
で
、
科
学
技
術
へ
の
政
府
投
資
の
拡
大
や
研
究
の
高
度
化
、
専
門
化
に
伴
い
、
社
会
に
お
け
る
科
学
技
術
の
あ
り
方
も
改

め
て
問
わ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
研
究
開
発
の
成
果
は
す
ぐ
に
は
見
え
に
く
い
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
意
義
や

成
果
を
説
明
す
る
こ
と
を
怠
れ
ば
、
社
会
の
支
持
を
得
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
現
場
の
研
究
者
、
技

術
者
の
方
々
と
と
も
に
、
積
極
的
に
情
報
を
発
信
し
て
国
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
に
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
政
府
全
体
の
科
学
技
術
戦
略
を
企
画
・
立
案
す
る
強
力
な
司
令
塔
の
整
備
と
、
そ
の
下
で
戦
略
的
に
予
算
を
配
分
し

各
省
が
横
断
的
に
連
携
し
て
研
究
開
発
に
取
り
組
む
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
り
、
国
民
の
目
線
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
国
家
戦
略
と

し
て
の
科
学
技
術
の
振
興
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
国
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
平
成
二
十
二
年
度
予
算
案
及
び
関
連
法
案
の
速

や
か
な
成
立
を
期
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
教
員
免
許
制
度
の
抜
本
的
な
見
直
し
、
幼
児
教
育
の
充
実
、
学
校

教
育
環
境
の
整
備
、
新
た
な
科
学
技
術
基
本
計
画
の
策
定
、
独
立
行
政
法
人
・
公
益
法
人
の
改
革
、
地
方
分
権
改
革
な
ど
、
教
育
、

科
学
技
術
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
芸
術
の
各
般
に
わ
た
る
重
要
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

資
源
小
国
で
あ
る
我
が
国
の
今
後
の
発
展
の
礎
と
な
る
も
の
は
、「
人
と
知
恵
」
で
あ
り
、そ
の
発
展
を
担
う
文
部
科
学
行
政
は
、

国
政
の
中
心
に
据
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。
私
は
、
文
部
科
学
行
政
の
責
任
を
担
う
者
と
し
て
、
文
部
科
学
行
政
の
重
要
性
を

心
に
刻
み
、
そ
の
充
実
発
展
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
関
係
各
位
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


